
【研修目的】
安全な鎮静管理のための観察ポイントを理解し、副作用発生時の

対応に関する知識・技術を習得し、各施設で安全な鎮静管理につい
て研修会等を開催するためのシナリオ作成とファシリテーションが
できる。

【日時】：２０１９年８月１０日（土曜日）１０時～１７時
【場所】：日本医療機能評価機構 ９階ホール
【定員】：３６名（１施設２名 １組で応募ください）
【参加要件】★院内で鎮静の教育を担って行く方

・医療安全管理担当者
・医療安全担当医師
・その他

（処置時の鎮静中の観察についての指導や教育研修を担う方）

※ 応募時の注意：グループで鎮静中の場面を設定し、鎮静計画をたてシナリオを作り、
実際に研修のファシリテーションを実施していただく研修になります。

【申込期間】：６月１８日（火）11時～６月27日（木）12時まで
申し込み多数の場合は抽選といたします。
抽選結果は7月上旬にお知らせいたします。

【参加費用】：1施設２０,０００円（2名分）

※ 宿泊・昼食は各自でご手配ください
※ 参加決定後、一旦お振込いただきました費用は返金いたしかねます。
※ 災害等で開催が中止になった場合には参加費の返金いたしますが、

宿泊費・交通費の返却はありませんのでご了承ください。
※ 災害や交通の問題が予測できる場合の中止案内は、前日12時までに

申し込みアドレスへ通知とともにPSPホームページにて案内いたします。

◇参加申し込みはホームページ
当協議会ホームページ(https://www.psp-jq.jcqhc.or.jp/)「セミナー一覧」画面 よりお申し
込みください。
申し込み1名づつ入力してください
会員病院の申し込みは会員専用サイトへのログインが必要です（要ID、パスワード）。
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【講師一覧】

【研修内容】講義＋演習

１、鎮静総論
２、鎮静計画
３、鎮静中の患者観察と評価について
４、ワーク１（鎮静計画の作成、ワークシート使用）→振り返り
５、ワーク２（場面設定に基づくシナリオ作成）
６、シナリオステーション（作成したシナリオをお互いに実施）

→ 振り返り
７、デブリーフィング

※進行予定や協議時間等については予告なく変更する場合があります。予めご了
承ください。

◇お問い合わせ先：（公財）日本医療機能評価機構 教育研修事業部
大鹿・遠田 TEL03－5217－2326（直）

※ご登録いただいた個人情報は、当機構の個人情報保護方針に基づき安全かつ適正に管理いたします。

（敬称略）


